
 

議案第４号 

 

   大口町消防団条例の一部改正について 

 

 大口町消防団条例の一部を改正する条例を別紙のように定めるものとする。 

 

  平成３０年２月２８日提出 

 

大 口 町 長  鈴 木 雅 博   

 

 （提案理由） 

 この案を提出するのは、大口町消防団員に支給する報酬及び費用弁償の見直しに

伴い、この条例の一部を改正するため必要があるからである。 





 

   大口町消防団条例の一部を改正する条例 

 

 大口町消防団条例（昭和５１年大口町条例第２１号）の一部を次のように改正す

る。 

 第１５条第１項各号を次のように改める。 

 (1) 火災並びに救助、警戒及び緊急事案に出動したとき（３時間以上の場合） １

回につき７，０００円 

 (2) 火災並びに救助、警戒及び緊急事案に出動したとき（３時間未満の場合） １

回につき３，５００円 

 (3) 徘徊等による行方不明者の捜索に出動したとき（３時間以上の場合） １回

につき５，０００円 

 (4) 徘徊等による行方不明者の捜索に出動したとき（３時間未満の場合） １回

につき２，５００円 

 (5) 町民を対象とした訓練指導等に従事したとき １回につき３，５００円 

 (6) 消防署員立会い又は合同による消防団員に対する訓練及び定期放水に従事し

たとき １回につき２，５００円 

 (7) 路上啓発、夜警、イベント、研修等に従事したとき １回につき２，５００ 

  円 

 (8) 式典及び大会等に従事したとき １回につき３，５００円 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成３０年４月１日から施行する。 

 （大口町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正） 

２ 大口町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３

６年大口村条例第２号）の一部を次のように改正する。 

  別表消防団長の項中「１６９，０００円」を「１０９，２００円」に改め、同

表消防副団長の項中「１４０，０００円」を「９０，０００円」に改め、同表消
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防分団長の項中「７３，０００円」を「４６，８００円」に改め、同表消防副分

団長の項中「６１，０００円」を「３９，６００円」に改め、同表消防団員の項

中「５７，０００円」を「３７，２００円」に改める。 
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大口町消防団条例の一部改正新旧対照表 

新 旧 

（費用弁償） （費用弁償） 

第１５条 略 第１５条 略 

(1) 火災並びに救助、警戒及び緊急事案に出

動したとき（３時間以上の場合） １回に

つき７，０００円 

(1) 水火災の鎮圧 １回につき２，５００円 

(2) 火災並びに救助、警戒及び緊急事案に出

動したとき（３時間未満の場合） １回に

つき３，５００円 

(2) 水火災の警戒 １回につき２，５００円 

(3) 徘徊等による行方不明者の捜索に出動し

たとき（３時間以上の場合） １回につき

５，０００円 

(3) 教育、訓練等 １回につき２，５００円 

(4) 徘徊等による行方不明者の捜索に出動し

たとき（３時間未満の場合） １回につき

２，５００円 

 

(5) 町民を対象とした訓練指導等に従事した

とき １回につき３，５００円 

 

(6) 消防署員立会い又は合同による消防団員

に対する訓練及び定期放水に従事したとき

 １回につき２，５００円 

 

(7) 路上啓発、夜警、イベント、研修等に従

事したとき １回につき２，５００円 

 

(8) 式典及び大会等に従事したとき １回に

つき３，５００円 

 

２ 略 

 

２ 略 
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附則第２項関係 

大口町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正新旧対照表 

新 旧 

別表（第２条、第５条関係） 別表（第２条、第５条関係） 

区分 報酬の額 旅費の額 

略 略 略 

消防団長 年額 １０９，

２００円 

〃 

消防副団長 年額 ９０，０

００円 

〃 

消防分団長 年額 ４６，８

００円 

その他の

職員旅費

相当額 

消防副分団長 年額 ３９，６

００円 

〃 

消防団員 年額 ３７，２

００円 

〃 

略 略 略 

 

区分 報酬の額 旅費の額 

略 略 略 

消防団長 年額 １６９，

０００円 

〃 

消防副団長 年額 １４０，

０００円 

〃 

消防分団長 年額 ７３，０

００円 

その他の

職員旅費

相当額 

消防副分団長 年額 ６１，０

００円 

〃 

消防団員 年額 ５７，０

００円 

〃 

略 略 略 

 

備考 略 

 

備考 略 
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改 正 要 旨 

 

１ 改正の趣旨 

消防団員の活動実績に応じた適切な報酬及び費用弁償の支給を行うため、報酬

金額及び費用弁償について改正するものです。全国水準（消防団員１人当たり年

額３６，５００円）に比べ高い水準にある報酬金額を引き下げ、適正化を図ると

ともに、費用弁償の金額を引き上げることで消防団員の処遇改善と消防団活動の

活性化を図ります。 

 

２ 改正の概要 

改正の内容は次の表のとおりです。 

(1) 費用弁償の改正について 

費用弁償の支給区分 

改正後 改正前 

(1) 火災並びに救助、警戒及び緊急事案に出動

したとき（３時間以上の場合） １回につき

７，０００円 

(1) 水火災の鎮圧 １回につき

２，５００円 

(2) 火災並びに救助、警戒及び緊急事案に出動

したとき（３時間未満の場合） １回につき

３，５００円 

(2) 水火災の警戒 １回につき

２，５００円 

(3) 徘徊等による行方不明者の捜索に出動し

たとき（３時間以上の場合） １回につき 

５，０００円 

 

(4) 徘徊等による行方不明者の捜索に出動し

たとき（３時間未満の場合） １回につき 

２，５００円 

 

(5) 町民を対象とした訓練指導等に従事した

とき １回につき３，５００円 

 

- 5 -



(6) 消防署員立会い又は合同による消防団員

に対する訓練及び定期放水に従事したとき 

１回につき２，５００円 

(3) 教育、訓練等 １回につき 

２，５００円 

(7) 路上啓発、夜警、イベント、研修等に従事

したとき １回につき２，５００円 

 

(8) 式典及び大会等に従事したとき １回に

つき３，５００円 

 

 

(2) 消防団員に支給される報酬の改正について 

区分 

報酬の額（年額） 

改正後 改正前 

消防団長 １０９，２００円 １６９，０００円 

消防副団長 ９０，０００円 １４０，０００円 

消防分団長 ４６，８００円 ７３，０００円 

消防副分団長 ３９，６００円 ６１，０００円 

消防団員 ３７，２００円 ５７，０００円 

 

３ 施行期日 

平成３０年４月１日から施行します。 
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